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1. はじめに

従来,VE手法の企業内村人については.いくつかの

議論かなされてきた｡

日く, トップの支杓とF11I肝を糾ること,VEは体快し

ないと身につかないtVE柾射 た挽fHのための税網も充

分考臓せねばならないことO等/Tであるo

かって.ローレンス ･D･マイルズほ,その著讃F(杜 
1)の'F.て ｢失墜の危険排除｣についての見解を次のよ

うに,記述しているoすなわち Ju.と快速に必要な環境Jrl7,

の章で,｢新しくイml_のもっとよくなるものをつ くりたIIE1

すためのkl級は.jLL l 分に機能を発榔すT輔 1イ以内で,r

るように作 りあげることかできる.しかし,新しくIErlt佃

のもっとよくなるものの桝兜統計 ご待たt,lL兄を軌媒的に

実施にH,: は一､ *省の考えJを変えるの]びつけるための, 上光( j

には.敷布をL#すると考えてもよいo｣と｡船的な企菜

内の梁をとらえ.そのFL由と刈AAを次のように述へていl

る｡

すli:わ､ら,コス トダウンのための良い改苦楽を,現れ

の製ILlにもりこむためのはJ相 .,i.決J/ J,n I - とのlかこ際して,現

状を変更することれ つねに奴対されからであるから,

対味の第-一ステI 変掛 こI)yプとして ｢ R祉する人達の失略

とか,将来の失墜につなかるようなl･T能iUlのあることか
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らを,叔少帆にしておくための.てきるだけの勉LELLをす

ることD｣と指摘しているD

このような批!.とから,コストか急に下がることに対す

る快日系諸卿 l. ･準の軌 Lめ策を考慮しているうちに,Lの火l:

､117Iに説l什するような, r過ilご俳人価格のステップリス 

Ilの骨柿ができあがったO

できあがったi,】 J ^哩防 LLのための如｣l火iみると,L ため 

ĴIとしてばか りではたく.各軸のiEL l場からもステップリ

ス1､として倣えJ 臥～レ/i_そうなので.柾鞘上よりの,新i マ lll

p'(の甘JEL-= _LLJイクルまで拡大し, まとめてみたしだいてあ

る｡ 

2 失 墜防止の観点

この頚髄の適1上NJL入ステップリス トの作城のいきさつ

は.次のようなものであったo

ある物件につきコス トダウン,見直し映紺のt'果,梅め.i

て的11jな枚討により,約h;の価格に'なってしまった物l'L

かあった｡そのときJPV只部門の関係諸より,そのようなuF

ことか叩='Lに外部-知られてほ,従来の仕4iのや り) J ,

ひいては牡l当= _Fj 土 L:&とその jIrの宇仔 まで間組に7iるおそれ

があるから,なんとか うまく説LJJ]のできる方法は7LLいも

牲寄

｢ここに′J､きれた考え方を,一部の場合で も全部の場合

でも,適川できる場合｣とは｢こ こに示された考え方が,

相方が告い手と受け手の間の的係で.合意した上で成り立っ 

f=城令｣にかぎられることはいうまでもないo

また､ このことは柚TLにおける見府しなしないという契

約の存在を認めるものではない｡



のかと榔談を受けたoつ まり関係名の失空車をl)I:ULZしなけ 

ILは.コスト〆ウノの擁 ..寸#,JAは,隣のIlをみたいので

あるO

そこで叫えをめくらしたt,. 卜I米.この11の申できわめて

一般的な.次のようなことからを発鰍の,LH一発点にとらえ

てみた｡

すなわら.｢純米かでてからことを諭することは,将

火のことを鮒かく"uすることに くらべ那 榊こやさしいllA

とい う点であるO

現れ はなお Lた価柿のl叩てもの佃梢が,/Rにつけら

れたのは,その棚 いこtT. uI1 M ＼ 榊朴 亡あ り.Qけ/lL報L 促がI

硯打においてほ鰍 †]もrJJ J ,J' 'EL,さらに多くの･峡 も附 t･

でき.見伸しか 非榊こ/
AL

易になったから,佃柿も教化し'ii

たのである｡

これをJlll.1糾勺にW nするためには.イ州1柿とい うものに

ついて.なんらかの11!] .朋l r･ 到 yF系州 J) Lの附IHヒ ,らねは' :

ならないものとJL～えたo

をすることにより成 りJJつとみ大のであるo こ の :I;立

札 r nLlとい う7 【然あるべきものであ F,RlI 割1ほl1 )

糾鮒 tTは小りであ った弊# /) I1 r.) i湖 少すれば.比l'し捌ill

T,iわぬ約月かあ F )のだとい うことな,riLし 土 )うるヰ 綿先とし

るo

Lたが -つて.前f珊 千とあたかも小池縦 となる,kうなコ

ストダウンかあっても.そJl Lr C Jtに刈するJl川/祇lLかなく 

,i':-つたのである｡ 

3 適 正購 入価 格 の考 え方

村会性のある肌入桐 .i FiE'JC 沌'についての .tl･/あ りソ 考


えてみると.次のようになる0
 

1) か業か物を肌人する似介,川桁か決'JLされていな

けわは,/l,UFI,LLLがW JJ')Zl はできない｡O -j .

d) 3.. lの似力の ｢-ぴF1 Jである0 

3) 決止された仙柿は適 【 .け九はならない｡)Lで/E

4) 凱 【7i:IW とは.肌入 別 Llと納入 ‡ り つて_LLL ｣ 川Lに) . 

Ill77 .TTff)日 ,適ILであることな伐 て1の企業 n り川とし
:

.
限られた時州内でItJ訂tL総 nr . l状 .l,l 伽こ粥略したi 成, L
り立つものである0 

5)適iな価格の位慣づけ古,i, いとたすtfr 引 Ell 土 'lt仁 .抑

の耗木原川から成 り＼lつへきものであ り,それが4I T

榊の総合的検札 恥軌 j,̂L)h.JSか訓 じても.明らか

に成 り立たぬことか明山になI,たとき吐 剤会I伽 ､

ないものとして,そのl州-f, J ′I1/lするブr-/(クトの L/

ヶ.,別のものにきりかえるか,lJされ るべきノr.i l ]fJ

へ愉討するものと据えるO

以 上の棚rT-l 紡 1問のようになるr'7_即糸を示す と,

4. 適 正購 入価 格 ステ ップ リス トの考 え方

過lT_If柿の原11J )け.附Jに述べた泊 りである-JTl l的な見L) l

か.これを掛 仔. 段階から/lの桝鮎も -作終了までの各脚 削こ

ついて,システムエンジニア l)ソグ的な見プJJをしてみる

と, 'l燃 ,､ljjI) か変化するものであるこ とが わ か-' L'i_川


二､


これをVF, Zプブランと x分す
のノ . 同じような見方でJI

ると,次のようになるo 

(1 ,J 絞脚 門)桝%1t


(2 J化挫脚
) 桃Iに

(:) 実行化脚 杵
i

(d) ii三荊化脚 1号 

(5) 比沖し脚 什


こJIEさらにh" ′
J J分化Lてステ･ブとし.内群をイソフ


ットと7ウトプットにlメ分LJlllJ 那十のアウトプット
Eのf 号

杏/舶愁してから次のインプ･J1に7るようにまとめてみ, .

たのれ 那21賞忙 ;け ｢過ir肌入仙柿ステップ1)ス トI 

-〔あるo

r Iの桝想j校挟I, り桝成してあこの リストW.某J判,"■. tJ. qu

るれ どU)坪隅からでヰ)†llll柿擁,.寸のステ yブー)ス トとし

1枚,tるようにしてあ り,また どの胴入 L'についても,'t"


外IjrHを.そのl柄 別 日 lll
l 人 掛f'Lして仙川け れはよいよ
 

>に ぢえたO
)

-)).別なI Eすると.1st LOOKの検 討 に もUJ/,

2nI L00KのVF枚詩心こも. li縫糸L'[ 白( , り の調掛 こイ州


できる｡
 

,L慨 l HT ･検討/, 榊こ,対数柳 か
h.. Fをf Vl: Eほじ的ろF 卜


掛目ITI .いLはil.L条Il r訴確認し
r柿であること./E LfJ JなIJJ

て はじめるへぎことはいうまでu i:いoただし,VF,

琳鮒 こついてのlt, LL米かでてからの方か/淋 こついては.i.

11日江により変化するの〟､､11然てあるからである0 

5. おわりに 

llI.r池 川 11人佃柿ステップ1)ス トJのできた経過 

J ■ p.このステ /ソリス トは.めfll心にのべたのである/


r U /念酬 こえかいて考えr-糾 ldi)軸 r(...a_, :ものであるため.

外相米州 こおいてほ,使い易い ようになおす必要か も'r

あると,[F oA/)

このスラ ノブ.)ストか,M )する鮮業界の郎 lJ J環境の 

Ill-亡の,令柿のJE之油化に少しでも孜 lllては い ､であるo

また機会なI(て,スチリゾリス ト0 1_ )小 こホしてある好 

似.T.. ,P耕射′f椛料 こ喋 り込 むべき内額･I比悼ゎ川 u Ll


佃刷 (成衆のあ '-1
; )).などについてもまとめてみたいと

考えているo 

I11･｡-L/ス･ - nnll分析の進め,)]I, D･{イルズ背 rlE.



註 Ⅰ - 印一方通行, - lは相互調整 のあ りうろことを示 すC

註 Ⅱ 購買価格政策 とは.次 の要 素から成 り立 つ 
1 価格 の種類 

(1) 原価 の立場か ら ;成層, 費用, 計鼠 差別,原価,実費, 予定価格 

1

Er

(3

J
〜

) 契 約の立場か ら ;妥軌 協定, 折衝.契約.大 口需要,暫 定,概 乱 適正,

固定,慣習,前例, 入札, 申込,防 衛庁, 開 発, 見直 し価格 
(2

自由市場 の立場から ;自由,市場 定価,卸,業者軌 建値, 上代,慣 習,前例, 

1


) 旗 Eの立場 か ら ;独 E = J的,先 天,自然法則 的価格
 L,寡 占,- j

) 保護奨励 の立場か､ら :公 定, 統軌 折衝,契約, 奨励, 原価補 償, 差別,二重 ,

i4

(5

(6

統制の立場 か ら ;統制 , 公 淀 ,'S定,差別,画一,計乳 費用補償,防 衛庁価格 

前例,既存価格 

)

漂蟹 コス ト 基 準価格 

J:

)

(7

(1

(2

(3

(4

2 主 眼 として選ぶ背景原 則 の例 
i,

) 遠質性 の原則 

1 比例費負1位性 の原B 

計算技術の立i誌か ら ;黄 鼠 予定, 予鼠 前例,原価 計算,固定,裸, 逓渡率,

) 操 菜琵維持 ( T/原宗 

適時性の原 則 

(6

(8

)

仰

;r 代替性の原 則 

I'5

(9

3 伝 統性のI 則E';p,.

壬芸術 7 )原) 則

LJ支払能 ノ 性 の原則 

市f kj地位維声 の原則 

(i

(2

3 購入価格 の経過 饗 

)

J 受動的価格型

積極価格 型 ;費用 計画的 と主導 型的あ り 

舞 1 囲
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